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研究成果の概要（和文）：本研究を通して得られたタジク語音声とウズベク語音声の分析によっ

て、両言語の接触地域において母音音素体系の収束がおそらく起こっていること、そしてこの

収束がおそらくタジク語の母音連鎖推移に干渉していることが明らかになった。 

 

研究成果の概要（英文）：An analysis of the Tajik and Uzbek audio data collected for this 
study strongly suggests that a merger of vowel systems has taken (or is taking) place 
in the Bukhara area and points to an interference of the merger with the Tajik chain shift.  
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）初期近世ペルシア語の母音音素体系は、
初期近世ペルシア語が中央アジアでタジク
語へと変化するに伴い、大きく変化した。初
期近世ペルシア語からタジク語に至る過程
での母音音素体系の変化はイラン語学によ
りおおよそ跡付けられている。しかし筆者の
知る限りこの変化を母音の連鎖推移として
分析した先行研究は無い。また中央アジアの
言語が連鎖推移の研究に取り上げられるこ
とは殆ど無い。 
（２）連鎖推移についての研究についていえ
ば、その多くは言語内の自律的変化としての
連鎖推移に注目しており、少数の例外を除い
て従来の連鎖推移の研究において言語接触
のような他律的変化が考慮されることは無

い。 
 
２．研究の目的 
 
（１）初期近世ペルシア語からタジク語が派
生する過程での母音音素体系の変化を連鎖
推移及びタジク語とウズベク語間の言語接
触の影響の観点から捉え直す。 
（２）言語接触が連鎖推移の一要因であるこ
とを示し、連鎖推移の研究に他律的要因を導
入する。さらに、初期近世ペルシア語の母音
音素体系の変化を初めて連鎖推移として分
析する。 
 
３．研究の方法 
 
（１）タジク語とウズベク語方言のデータを
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得るため、フィールドワークを行う。現地で
複数の話者による母音の発音の高品質な録
音をする。録音データのフォルマント解析を
おこなう。 
（２）現地以外では入手が困難な現地研究者
による先行研究を現地で収集する。 
（３）フォルマント解析結果を記述し、現地
で収集したものを含む先行研究を踏まえて、
その理論的な含意を論ずる。 
 
４．研究成果 
 
（１）本研究は、タジク語母音音素体系の成
立が、連鎖推移と言語接触の帰結であること
を明らかにする目的をもつものであった。平
成２４年度においてこの所期の目的はほぼ
達成された。つまり、本研究を通して得られ
たタジク語音声とウズベク語音声の分析に
よって、両言語の接触地域（の少なくとも一
つ）において母音音素体系の収束がおそらく
起こっていること、そしてこれがおそらく連
鎖推移に干渉していることが明らかになっ
た。本研究は汎言語的な連鎖推移原則では一
意に定まらない推移の説明に言語接触の導
入が有効であることを示唆した点で希少性
が高い。また、母音音素体系の収束は報告さ
れた例が少ない現象であり、定量的なデータ
に基づくものはさらに少ない。本研究はこの
点で独創性が高いといえる。 
（２）先ず、両言語の接触地域（の少なくと
も一つ）において母音音素体系の収束がおそ
らく起こっていることについては、ブハラの
タジク語話者、ブハラのウズベク語話者、そ
してタシケントのウズベク語話者の母音体
系の対照が明らかにした。 
 ブハラ地域はタジク語とウズベク語の接
触地域で、両言語が何世紀にも渡って接触し
てきた。ブハラはウズベキスタンの領内にあ
り、ブハラのタジク語話者は事実上全員がウ
ズベク語との二言語併用者である。しかしブ
ハラのウズベク語話者も通常タジク語のあ
る程度の運用能力を持つ。 
 まず、図１にブハラのタジク語話者の発音
におけるタジク語の母音音素体系を示す。
（図１及び図２の散布図は NORM（Thomas & 
Kendall 2007）を用いて作成された。） 

 

図１ ブハラのタジク語話者の 
タジク語母音体系 

 
 一方、ウズベク語もブハラのタジク語同様
６母音を持つ。しかしウズベク語の母音音素
体系はブハラのタジク語の母音音素体系と
は異なっている。 
 ところが、図２から明らかなように、ブハ
ラのタジク語話者の使用するウズベク語に
おいてはその母音音素体系はタジク語のも
のと同様である。つまりブハラのタジク語話
者は自らのウズベク語にウズベク語の母音
音素体系を使用しておらず、タジク語のもの
と同一の母音体系を使っている。 

 

図２ ブハラのタジク語話者の 
ウズベク語母音体系 

 
 ブハラのタジク語話者の使用するウズベ
ク語母音音素体系はどのように（標準）ウズ
ベク語と異なるか。その相違点は①図２で＊
と記された母音がウズベク語のものよりも
狭く②< +>と記された母音がウズベク語のもの
よりも前寄りであることである。 
 ところが、本研究でのブハラのウズベク語



話者のウズベク語の母音のフォルマント解
析によって、この二点は、ブハラのウズベク
語話者のウズベク語の母音音素体系にも観
察される特徴であることが分かった。 
 つまり、ブハラ地域ではタジク語話者とウ
ズベク語話者の両者が非標準的なウズベク
語母音音素体系を用いており、その母音音素
体系はブハラのタジク語のそれとの類似に
よって特徴付けられている。これは、言語接
触がブハラにおいてタジク語とウズベク語
の母音体系を収束させた、もしくはさせつつ
ある可能性を示唆する。 
 ブハラにおける母音音素体系の収束を示
唆する他の事実も存在する。例えばブハラ地
域のアラビア語においてはそのタジク語の
母音の位置に母音が推移したことが報告さ
れている（Tsereteli 1970）。 
 また、そもそもタジク語とウズベク語の両
者が母音音素を６つ備えていることも言語
接触による収束を示唆する。（両言語とも接
触地域から離れた地域では７つ以上の母音
音素を持つ方言が多くを占める。） 
 さらに、タジク語の母音音素体系は初期近
世ペルシア語のそれから変化する際に ā > o
と ō > ө からなる母音連鎖推移を起こしてい
る（図３左図参照）。母音連鎖推移自体は初
期近世ペルシア語から派生した他の南西イ
ラン語の変種にも見られる。ただし、それは
図３で「ペルシア語」と記してあるパターン
の連鎖推移、即ち ā > oと ō > ū からなる母
音連鎖推移である。タジク語に起こった ā > o
と ō > ө という推移は実はウズベク語との接
触地域に起こった推移であり、タジク語と同
じく初期近世ペルシア語から派生したダリ
ー語やペルシア語には見られず、さらには接
触地域以外のタジク語方言にもみられない。 

図３ タジク語とペルシャ語の 
母音連鎖推移 

 
 この中で右側の連鎖推移は、多くの言語で
見られ、汎言語的な母音音素連鎖推移の最も
強い原則にも設定されている（Labov 1994: 
115-137）。実際に南西イラン語でも、ペルシ
ア語及びタジク語の多くの非接触方言で見
られるパターンである。それに対して、左側
のものは接触地域のタジク語に限定的であ
る。 
 このことから、タジク語の母音連鎖推移に
対するウズベク語との接触の干渉を疑うこ
とができる。そして、上述のように、音声デ

ータの分析から接触地域では母音音素体系
の収束が起こった、もしくは起こっている可
能性が示唆されたことから、このタジク語の
母音連鎖推移における ō > ө の推移の原因を
接触地域における母音体系の収束に求めら
れるかもしれない。（数世紀前のウズベク語
には ө、または ө のような円唇の非後舌母音
があったし、現在でも接触地域以外の地域の
諸方言にはある。）これはとりもなおさずタ
ジク語母音音素体系の成立への言語接触の
干渉を示唆する。 
 対照実験ができない言語接触の研究に原
理的に「証明」はない。確実性の高い事例を
蓄積することが必要になる。上述の複数の事
例は言語接触がタジク語の母音音素体系の
成立に干渉した、もしくは干渉していること
を、証明はできないが示唆するに足る。 
（３）また、当初の目的には含まれていなか
ったが、定量的なデータの解析によって得ら
れた知見も少なくなかった。 
 例えばブハラのタジク語の/i/と/u/は強
勢が無い開音節で弱化を起こすことは先行
研究に記されているが、これが定量的に確か
められた。 
（４）本研究を通して得られた音声データは
貴重であるが、このデータにはまだ分析を加
えておらず、未利用のものが残っている。今
後このデータの分析を行い、新たな雑誌論文
や研究発表につなげていく予定である。 
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